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本稿の要旨
中世の思想家であり，宗教家でもあり，そしてヒューマニストであったデシデリウス・エ









は じ め に















Social Roles of Prince and Erasumusʼs
『Institutio Principis Christiani』
─High-Brow Views with Human Nature and Social Relationship (3)─
久保田 義 弘























2 J・ホイジンガー（宮崎信彦訳）『エラスムス─宗教改革の時代─』（筑摩書店，1975 年）の 100 ページ上段
⚓から 11 行目。ここでの『キリスト教君主の原理』は，『キリスト者の君主の教育』のことである。
3 前掲書『エラスムス─宗教改革の時代─』第 11 章（神学の光）100 ページ上段 12 行目。また，前掲書『エ
































































































































































12 前掲書『キリスト者の君主の教育』268 ページ 16 行目では，飲酒癖のある若者や卑猥な話しを好むような
放埒な若者は当然に避けるべきである，と言われている。
13 前掲書『キリスト者の君主の教育』268 ページ 14 から 16 行目参照。エラスムスは，乳母でさえ「高潔な者」，
遊び仲間であっても「優れた立派な資質をもち，尊重されて育てられた者」である必要がある，と考えてい
る。
14 前掲書『キリスト者の君主の教育』268 ページ 17 行目。
15 前掲書『キリスト者の君主の教育』269 ページ⚑から⚔行目。
16 前掲書『キリスト者の君主の教育』269 ページ⚕行目。
17 前掲書『キリスト者の君主の教育』269 ページ 12 から 13 行目。
18 前掲書『キリスト者の君主の教育』269 ページ 14 から 15 行目。
19 前掲書『キリスト者の君主の教育』269 ページ 15 から 16 行目。






























25 前掲書『キリスト者の君主の教育』270 ページ⚙から 10 行目。
26 前掲書『キリスト者の君主の教育』270 ページ 10 から 11 行目。
27 前掲書『キリスト者の君主の教育』270 ページ 11 行目。
28 前掲書『キリスト者の君主の教育』270 ページ 12 行目。
29 前掲書『キリスト者の君主の教育』270 ページ 13 行目。例えば，270 ページ 14 行目に言うように「格言や
寓話や譬や範例や名句や諺を用いて，記憶に刻みつけなければならない」ことを意味している。また 270
ページ 16 から 17 行目において「高名な人物の範例には高貴な生まれの精神を強く燃え立たせる力がある」
と言っている。
30 前掲書『キリスト者の君主の教育』270 ページ 16 から 17 行目。
31 前掲書『キリスト者の君主の教育』270 ページ 18 から 19 行目。
























33 前掲書『キリスト者の君主の教育』270 ページ 20 から 271 ページの⚒行目。
34 前掲書『キリスト者の君主の教育』271 ページ⚕から⚖行目参照。
35 前掲書『キリスト者の君主の教育』271 ページ 15 から 16 行目。
36 前掲書『キリスト者の君主の教育』271 ページ 16 から 17 行目。
37 前掲書『キリスト者の君主の教育』271 ページ 18 行目。
38 前掲書『キリスト者の君主の教育』271 ページ 18 から 19 行目。
39 前掲書『キリスト者の君主の教育』271 ページ 19 行目参照。
40 前掲書『キリスト者の君主の教育』271 ページ 20 行目参照。





42 前掲書『キリスト者の君主の教育』272 ページ⚙から 10 行目を参照。さらに 272 ページ 14 から 17 行目で
は，イソップ寓話集「鷲と甲虫」に触れ，「いかに力のある君主といえども，たとえ敵がどれほど弱くとも
怒らせたり無視してはならい」ことを教えることが必要である，と説いている。






























44 前掲書『キリスト者の君主の教育』272 ページ 12 から 14 行目。
45 前掲書『キリスト者の君主の教育』272 ページ 18 から 273 ページ⚒行目参照。
46 ホメーロス著（呉茂一訳）『オデュッセウス』第⚙巻 410 ページ上段 15 から 418 ページ下段 21 行目。
47 前掲書『キリスト者の君主の教育』273 ページ⚑行目。
48 上掲書『オデュッセウス』第⚙巻 410 ページ上段 16 行目。
49 上掲書『オデュッセウス』第⚙巻 410 ページ上段 17 から 20 行目。
50 上掲書『オデュッセウス』第⚙巻 410 ページ上段 21 行目。































55 前掲書『キリスト者の君主の教育』273 ページ 14 から 15 行目。
56 前掲書『キリスト者の君主の教育』273 ページ 17 行目。
57 前掲書『キリスト者の君主の教育』273 ページ 20 行目。







65 前掲書『キリスト者の君主の教育』274 ページ 10 行目。ここで述べている一般大衆の快楽とはどのような
ことをしめしているのであろうか？
66 前掲書『キリスト者の君主の教育』274 ページ 10 から 11 行目。






























































80 前掲書『キリスト者の君主の教育』276 ページ⚙から 10 行目。エラスムスは，宝石や黄金，緋衣や武具，先
祖の像や画などは，自分の者ではなく富であるとみているので，彼にはこのような富自身を誇る人は，偽善
者として写るのであろう。
81 前掲書『キリスト者の君主の教育』276 ページ 10 から 11 行目。














84 前掲書『キリスト者の君主の教育』276 ページ 15 から 17 行目。
85 前掲書『キリスト者の君主の教育』276 ページ 17 から 18 行目。























88 前掲書『キリスト者の君主の教育』312 ページ 19 から 20 行目に「王家の紋章は正しく，先祖の偉功に匹敵
し，それを陵駕するよう示唆している」とある。
89 前掲書『キリスト者の君主の教育』312 ページ 16 行目では，塗油の儀式は正しく，至高の寛容な精神を意味
する，と言う。
90 前掲書『キリスト者の君主の教育』312 ページ 17 行目に「頭に戴く王冠は正しく，あらゆる点で完璧な知恵
を表している」とある。
91 前掲書『キリスト者の君主の教育』312 ページ 18 行目に「七色に輝く貴石の光は正しく，傑出した数々の徳
性」を示すとある。
92 前掲書『キリスト者の君主の教育』312 ページ 19 行目に「燃え立つ緋衣は正しく，国民に寄せる強い愛情」
を示すとある。
93 前掲書『キリスト者の君主の教育』277 ページ 13 行目。
94 前掲書『キリスト者の君主の教育』277 ページ 18 行目。エラスムスは，ʞ父親のような精神ʟによって厳し
さの中にある慈悲と愛と寛容の精神を意味しているのであろうか。
95 前掲書『キリスト者の君主の教育』277 ページ 19 行目。
96 前掲書『キリスト者の君主の教育』277 ページ 19 から 20 行目。













































109 前掲書『キリスト者の君主の教育』280 ページ⚘から 10 行目。























111 前掲書『キリスト者の君主の教育』280 ページ 11 から 12 行目。
112 前掲書『キリスト者の君主の教育』280 ページ 12 から 13 行目。
113 ここで個人的感情とは，屈辱に対する怒り，妻への愛，敵への憎しみ，恥などである。これらは，正義に適
わない感情であるだけでなく，国益にも添わない行為である。
114 前掲書『キリスト者の君主の教育』280 ページ 15 行目。
115 前掲書『キリスト者の君主の教育』280 ページ 15 から 16 行目。
116 前掲書『キリスト者の君主の教育』280 ページ 18 行目。
117 前掲書『キリスト者の君主の教育』280 ページ 19 から 20 行目。







120 前掲書『キリスト者の君主の教育』283 ページ 10 行目。































ない（前掲書『キリスト者の君主の教育』285 ページ⚘から 10 行目参照）。









































134 前掲書『キリスト者の君主の教育』285 ページ 19 から 20 行目。






136 前掲書『キリスト者の君主の教育』286 ページ 14 行目。
137 前掲書『キリスト者の君主の教育』286 ページ⚗行目。
138 前掲書『キリスト者の君主の教育』286 ページ⚗から⚙行目。


























140 前掲書『キリスト者の君主の教育』286 ページ 17 から 18 行目。






143 前掲書『キリスト者の君主の教育』306 ページ 13 行目。
144 前掲書『キリスト者の君主の教育』306 ページ 14 行目。
145 前掲書『キリスト者の君主の教育』306 ページ 15 行目。
146 前掲書『キリスト者の君主の教育』306 ページ 16 行目。
147 前掲書『キリスト者の君主の教育』306 ページ 10 行目。
148 前掲書『キリスト者の君主の教育』306 ページ 10 から 11 行目。





























151 前掲書『キリスト者の君主の教育』288 ページ 18 行目。
152 エラスムスは，そのような怪物の事例としてローマ皇帝であった，第⚔代ローマ皇帝クラウディウス
（Tiberius Claudius Nero Caesar Drusus）（前⚙年生-54 年没）（在位 41-54 年）と第⚓代ローマ皇帝カリグ
ラ（Gaius Julius Caesar Augustus Germanicus）（12 年生-41 年没）（在位 37-41 年）などを挙げている。
また，エラスムスが活躍していた時代によく読まれていたと思われるアーサー王物語について「僭主の
活躍を描くものであり，しかも全く何の教養もない愚劣な御伽話なのである」と言っている（前掲書『キリ
スト者の君主の教育』324 ページ 16 から 17 行目）。
153 アリストテレス著（山本光男訳）『政治学』第⚓巻第⚘章第⚒節 140 ページ⚗行目に「僭主制は，国的共同
体に対して主人的権力を振う独裁制である」と述べられている。また同書第⚔巻第 10 章第⚔節 201 ページ
21 から 202 ページ⚑行目に，僭主制を「支配される者の利益ではなくて，自分自身の利益を目当てにして
支配する独裁制でなくてはならない」と規定している。





























155 前掲書『キリスト者の君主の教育』326 ページ 16 から 18 行目。この記事は，帝政ローマの歴史家アッリア
ノス（Lucius Flavius Arrianus Xenophon）著『Alexandrou anabasis』（『アレクサンドロス大王東征記』岩
波文庫）第⚒巻第 14 章第⚙節によると思われる。
156 前掲書『キリスト者の君主の教育』327 ページ 16 行目。エラスムスは，その最善の者として，ダビデやソロ
モンなどの神に嘉された王の他に，アリステイデース，エパメイノンダース，アウグストゥス，トラーヤー
ヌス帝，マルクス・アウレーリウス帝，アレクサンデル・セウェールス帝などを挙げている。
157 前掲書『キリスト者の君主の教育』327 ページ 18 から 19 行目。





160 この見解は，Publius Vergilius Maro（プーブリウス・ウェルギリウス・マーロー）著『Georgicon』（河津千












































165 前掲書『キリスト者の君主の教育』299 ページ 15 から 16 行目。


























167 前掲書『キリスト者の君主の教育』299 ページ 18 から 19 行目。
168 しかし，エラスムスは，この国制を実現するのは理想であると見ているようである。前掲書『キリスト者の





169 前掲書『キリスト者の君主の教育』299 ページ 19 行目から 300 ページ⚑行目。
170 前掲書『キリスト者の君主の教育』300 ページ 12 行目。
171 前掲書『キリスト者の君主の教育』300 ページ 14 行目。
172 前掲書『政治学』第⚓巻第 18 章第⚔節 174 ページ 10 から 11 行目。




























178 前掲書『キリスト者の君主の教育』301 ページ 10 から 11 行目。
179 前掲書『キリスト者の君主の教育』301 ページ 12 から 14 行目。
180 前掲書『キリスト者の君主の教育』301 ページ 17 から 18 行目。







甚野尚志著『中世ヨーロッパの社会観』第⚓章（人体としての国家）132 から 189 ページに国家有機体説
の事例が簡潔に展開させている。
183 前掲書『キリスト者の君主の教育』308 ページ 10 行目。





























185 前掲書『キリスト者の君主の教育』308 ページ 11 行目。
186 前掲書『キリスト者の君主の教育』308 ページ 13 から 14 行目。
187 前掲書『キリスト者の君主の教育』308 ページ 14 から 15 行目。
188 前掲書『キリスト者の君主の教育』307 ページ 16 から 17 行目。
189 前掲書『キリスト者の君主の教育』307 ページ 17 から 18 行目。
190 前掲賞『キリスト者の君主の教育』317 ページ 19 行目。




































193 前掲書『キリスト者の君主の教育』318 ページ 11 から 13 行目。
194 前掲書『キリスト者の君主の教育』318 ページ 13 から 14 行目。
195 前掲書『キリスト者の君主の教育』318 ページ 16 から 17 行目。






























203 前掲書『キリスト者の君主の教育』320 ページ⚙から 10 行目。
204 前掲書『キリスト者の君主の教育』320 ページ 14 から 15 行目。
205 前掲書『キリスト者の君主の教育』320 ページ 16 行目。











































215 前掲書『キリスト者の君主の教育』322 ページ 14 から 15 行目。
216 前掲書『キリスト者の君主の教育』322 ページ 15 から 16 行目。
217 前掲書『キリスト者の君主の教育』322 ページ 17 行目。
218 前掲書『キリスト者の君主の教育』322 ページ 17 行目。
219 前掲書『キリスト者の君主の教育』322 ページ 18 から 323 ページに⚑行目。
220 前掲書『キリスト者の君主の教育』323 ページ⚑から⚒行目。
221 前掲書『キリスト者の君主の教育』323 ページ 12 から 14 行目。
222 前掲書『キリスト者の君主の教育』324 ページ⚖から⚘行目参照。
223 前掲書『キリスト者の君主の教育』324 ページ 12 から 13 行目。
224 前掲書『キリスト者の君主の教育』325 ページ⚔から⚖行目。




































232 前掲書『キリスト者の君主の教育』335 ページ 11 から 12 行目参照。



























234 前掲書『キリスト者の君主の教育』335 ページ 15 から 17 行目。
235 前掲書『キリスト者の君主の教育』335 ページ 20 から 336 ページ⚑行目。














































241 前掲書『キリスト者の君主の教育』329 ページ⚘から 12 行目参照。
242 前掲書『キリスト者の君主の教育』330 ページ⚘から 10 行目。
243 前掲書『キリスト者の君主の教育』330 ページ 13 行目。
244 前掲書『キリスト者の君主の教育』330 ページ 15 から 16 行目。
245 前掲書『キリスト者の君主の教育』330 ページ 17 行目。
246 前掲書『キリスト者の君主の教育』330 ページ 18 から 19 行目。






























249 前掲書『キリスト者の君主の教育』331 ページ 13 から 15 行目参照。
250 前掲書『キリスト者の君主の教育』331 ページ 15 から 16 行目。
251 前掲書『キリスト者の君主の教育』331 ページ 16 から 18 行目。エラスムスは，「君主が外国と，それも遠く
隔たった国と婚姻を結ぶ慣習には賛同しない」と言い切っている。同じ国に生まれた君主に対する大衆の
好意が薄れるから，エラスムスは外国との婚姻に賛成していない。
252 前掲書『キリスト者の君主の教育』332 ページ 10 行目。
253 前掲書『キリスト者の君主の教育』332 ページ 12 から 13 行目。
254 前掲書『キリスト者の君主の教育』332 ページ 13 から 14 行目。
255 前掲書『キリスト者の君主の教育』333 ページ⚓行目。
256 前掲書『キリスト者の君主の教育』333 ページ⚓から 10 行目参照。




























258 前掲書『キリスト者の君主の教育』333 ページ 11 から 13 行目。
259 前掲書『キリスト者の君主の教育』334 ページ 15 行目。
260 前掲書『キリスト者の君主の教育』334 ページ 15 から 16 行目。
261 前掲書『キリスト者の君主の教育』335 ページ⚕行目。
262 前掲書『キリスト者の君主の教育』340 ページ 12 から 13 行目。
263 前掲書『キリスト者の君主の教育』340 ページ 14 から 16 行目。
264 前掲書『キリスト者の君主の教育』340 ページ 17 行目。
265 前掲書『キリスト者の君主の教育』340 ページ 18 から 341 ページ⚑行目。
266 前掲書『キリスト者の君主の教育』341 ページ⚒から⚓行目。

































272 前掲書『キリスト者の君主の教育』339 ページ⚙から 10 行目参照。
273 エラスムスによると，これらには，流通過程で⚓度課税されていた。民衆からの商品税，港湾税，そして小
売人からは専売権を得るための税を徴収していた。





























277 前掲書『キリスト者の君主の教育』351 ページ 11 行目参照。
278 前掲書『キリスト者の君主の教育』351 ページ 14 行目参照。
279 前掲書『キリスト者の君主の教育』342 ページ 11 から 12 行目参照。






スト者の君主の教育』343 ページ 20 行目）
284 これは，クセノポーン著『家政論』で展開されているものに基づいていると述べている（前掲書『キリスト



































287 前掲書『キリスト者の君主の教育』345 ページ⚙から 10 行目。
288 前掲書『キリスト者の君主の教育』346 ページ⚒から⚓行目。
289 前掲書『キリスト者の君主の教育』346 ページ⚔行目。
290 前掲書『キリスト者の君主の教育』346 ページ 10 行目。
291 前掲書『キリスト者の君主の教育』346 ページ 13 行目。
292 前掲書『キリスト者の君主の教育』346 ページ 17 から 18 行目。

































295 前掲書『キリスト者の君主の教育』348 ページ 16 から 17 行目参照。
296 前掲書『キリスト者の君主の教育』348 ページ 18 から 20 行目参照。
297 前掲書『キリスト者の君主の教育』349 ページ⚒から⚗行目参照。
298 前掲書『キリスト者の君主の教育』349 ページ 11 から 12 行目参照。
299 前掲書『キリスト者の君主の教育』349 ページ 12 から 14 行目。


































305 前掲書『キリスト者の君主の教育』350 ページ 10 から 11 行目参照。
306 前掲書『キリスト者の君主の教育』350 ページ 12 から 13 行目参照。
307 前掲書『キリスト者の君主の教育』350 ページ 14 から 16 行目参照。
308 前掲書『キリスト者の君主の教育』350 ページ 17 行目。





























310 前掲書『キリスト者の君主の教育』351 ページ 15 から 16 行目。
311 前掲書『キリスト者の君主の教育』352 ページ⚖から⚘行目。
312 前掲書『キリスト者の君主の教育』352 ページ⚙から 10 行目。
313 前掲書『キリスト者の君主の教育』352 ページ 13 から 14 行目。





319 前掲書『キリスト者の君主の教育』353 ページ 12 から 13 行目。































321 前掲書『キリスト者の君主の教育』353 ページ 19 から 354 ページ⚒行目参照。
322 前掲書『キリスト者の君主の教育』354 ページ 14 から 16 行目。




































328 前掲書『キリスト者の君主の教育』357 ページ 14 から 15 行目。





334 前掲書『キリスト者の君主の教育』358 ページ⚙から 10 行目。
335 前掲書『キリスト者の君主の教育』358 ページ 12 から 13 行目。



































340 エラスムスは，前掲書『キリスト者の君主の教育』359 ページ⚘から 11 行目において，いくら両国が善意に
満ちていたとしても，いずれの国の利益ともならない二国があることを指摘している
341 前掲書『キリスト者の君主の教育』359 ページ 11 から 15 行目参照。
342 前掲書『キリスト者の君主の教育』358 ページ 10 行目。エラスムスは，盟約は戦争を終結させるために結
ばれているが，今日では，戦争を開始するための準備が盟約である，と皮肉っている。
343 前掲書『キリスト者の君主の教育』359 ページ 20 から 360 ページ⚒行目。





















































































































364 前掲書『キリスト者の君主の教育』369 ページ⚙から 10 行目。
365 前掲書『キリスト者の君主の教育』369 ページ 16 行目。
366 前掲書『キリスト者の君主の教育』371 ページ 10 から 15 行目参照。
367 前掲書『キリスト者の君主の教育』371 ページ 10 から 15 行目参照。




























370 前掲書『キリスト者の君主の教育』374 ページ 11 から 13 行目。
371 前掲書『キリスト者の君主の教育』374 ページ 15 行目。



























アウグストゥス（Gaius Julius Caesar Octavianus Augustus）（前 63 年生-14 年没）は，弱冠
21 歳で執政官職を強奪した。実際，アウグストゥスが権力を握るまでには，⚕度の市民戦
争377 を経ている。アウグストゥスの大叔父378 ガイウス・ユリウス・カエサル（Gaius Iulius
Caesar）（前 100 年生-前 44 年⚓月 15 日没）が暗殺されたとき，アウグストゥスは遊学先の
ギリシアのアポロニアからローマに戻り，大叔父の復讐を果たすことを計画した。
始めの戦いは，大叔父カエサルの暗殺に加担した379 一人でもあったデキムス・ブルトゥス
374 前掲書『キリスト者の君主の教育』375 ページ 19 から 20 行目参照。
375 前掲書『キリスト者の君主の教育』376 ページ⚕から⚖行目。
376 前掲書『キリスト者の君主の教育』376 ページ⚗から⚘行目。










からガイウス・ユリウス・カエサル・オクタウィアヌス（Gaius Julius Caesar Octavianus）に改名した。
379 大叔父カエサルの暗殺の首謀者は，デキムス・ブルトゥスの従兄弟であったマルクス・ユニウス・ブルトゥ




札幌学院大学経済論集 第 13 号（2018 年 2 月)





Antonius）（前 83 年生-前 30 年没）およびレピドゥス（Marcus Aemilius Lepidus，）（前 90 年
頃生-前 13 年没）と共に国家再建三人委員会（第二回 三頭政治）383 を開設（前 43 年 10 月ボ
ローニャにて会談し設立）し，カエサル暗殺者の逮捕を名目に，元老院派の排除に乗り出し，









381 この時の執政官は，アウルス・ヒルティウス（Aulus Hirtius）（前 90 年生-前 43 年没）とガイウス・ウィビ
ウス・パンサ・カエトロニアヌス（Gaius Vibius Pansa Caetronianus）（？-前 43 年没）の二人であったが，
二人は戦いに勝利したが，ムティナの戦いで戦死している。この二人の執政官は，アントニウスに反対し，
アントニウス軍によるデキムス・ブルトゥスの包囲網を解くために戦っていた。
















384 この中にはマルクス・トゥッリウス・キケロ（Marcus Tullius Cicero）（前 106 年生-前 43 年没）もいた。













とマルクス・アントニウスの妻であったフルゥイア（Fulvia）（前 83 年頃生-前 40 年没）は，








にアントニウスに彼の同母姉オクタウィア（Octavia）391（前 69 年生-前 11 年没）との再婚を
言葉を投げつけ怨みつらみを晴らした」とある。
386 前掲書『ローマ皇帝伝（上）』第二巻（アウグストゥス）13 節 106 ページ⚔行目。
387 前掲書『ローマ皇帝伝（上）』第二巻（アウグストゥス）13 節 106 ページ⚖行目。
388 前掲書『ローマ皇帝伝（上）』第二巻（アウグストゥス）15 節 107 ページ⚔から⚕行目。
389 アントニウスは，アウグストゥスの大叔父のカエサル（大カエサル）の殺害者を征伐した後に，パルティア
の征服に乗り出していた。パルティア遠征を大カエサルが遣り残した領地拡大上の課題として行った。前
42 年には，アントニウスは，小アジアのキリキアにてクレオパトラ⚗世（Cleopatra VII）（前 69 年生-前 30
年没）に会見していると思われる。この会見の経緯については，『プルタルコス英雄伝（下）』アントニウス
伝 25 節 372 ページ⚓から⚕行目に「彼がパルティアとの戦いにとりかかったとき，クレオパトラにキリキ
アで会見して，彼女がカッシウスに多額の金を送って戦争に協力したとの非難に対して返答をするように
申し送った」と記されている。ここで彼とはマルクス・アントニウスのことである。またプルタルコスは，






391 前 40 年にマルクス・アントニウスと再婚している。二人の間には，大アントニアと小アントニアの二人が











（Gnaeus Pompeius Magnus）（前 106 年生-前 48 年没）の次男セレクトゥス・ポンペイユス






































395 タキトゥス著（国原吉之助訳）『年代記（上）』第⚑部第⚑巻 10 節 25 ページ 15 行目に「アントニウスを，
タレントゥムとブルンディシウムの二つの条約と，そして姉との結婚によって懐柔し，この政略的な姻戚
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アントニウスはその東側（ギリシア，シリアなど）と定めていた。またシチリア島やセルディ
ア島を占拠していたポンペイユスを含める⚓人の間で協定が締結されていた。その協定成立























396 前掲書『プルタルコス英雄伝（下）』アントニウス伝 34 節 383 ページ⚖から⚗行目に，プルタルコスは「パ
ルティア軍から凱旋式を獲ちとったのはこの時までにはこの人だけで，無名の家の生れながら，アントニ
ウスの友誼を得て，偉業をたてる」と記している。
397 前掲書『プルタルコス英雄伝（下）』アントニウス伝 35 節 384 ページ⚗から⚙行目。
398 前掲書『プルタルコス英雄伝（下）』アントニウス伝 35 節 384 ページ 12 から 18 行目参照。
399 戦いを遂行するためには，ローマ市民や解放奴隷に間接税を課さなければならなかった。
400 前掲書『プルタルコス英雄伝（下）』アントニウス伝 58 節 408 ページ⚘から 10 行目。ここでカエサルとは

















のフラアタから 27 日間の行軍，18 回の戦闘）402 でアントニウスは歩兵⚒万人，騎兵⚔千人を
失った。その半数以上は病気によって失われていた403。
その後，アントニウスは，アルメニアに侵攻し（前 34 年），パルティア征服戦においてア









401 前掲書『プルタルコス英雄伝（下）』アントニウス伝 37 節 387 ページ⚕から⚗行目。
402 前掲書『プルタルコス英雄伝（下）』アントニウス伝 49 節 400 ページ 13 から 15 行目に「ローマ軍はフラア
タから 27 日間行軍し，18 回の戦闘でパルティア軍を破ったが，追撃が短く，不徹底であったので，その勝
利には力も確実さもなかった」とある。
403 前掲書『プルタルコス英雄伝（下）』アントニウス伝 50 節 400 ページ 12 から 13 行目参照。
404 前掲書『プルタルコス英雄伝（下）』アントニウス伝 50 節 401 ページ⚕から⚙行目参照。
405 アントニウスは，正妻オクタウィア（アウグストゥスの姉）を前 35 年に一方的に離縁している。前掲書『プ







































409 前掲書『プルタルコス英雄伝（下）』アントニウス伝 36 節 385 ページ 12 行目。
410 そのアントニウス伝 62 節 411 ページ 18 から 412 ページ⚗行目参照。







































414 前掲書『プルタルコス英雄伝（下）』アントニウス伝 80 節 432 ページ⚗から⚙行目参照。
415 前掲書『プルタルコス英雄伝（下）』アントニウス伝 66 節 417 ページ 10 から 11 行目。
416 前掲書『プルタルコス英雄伝（下）』アントニウス伝 62 節 412 ページ 12 から 13 行目。
























418 前掲書『プルタルコス英雄伝（下）』アントニウス伝 66 節 417 ページ 14 から 16 行目。
419 前掲書『プルタルコス英雄伝（下）』アントニウス伝 72 節 424 ページ 15 から 17 行目参照。
420 前掲書『プルタルコス英雄伝（下）』アントニウス伝 73 節 425 ページ⚙から 11 行目参照。
421 しかし，真実か否かは不明である。プルタルコスは，前掲書『プルタルコス英雄伝（下）』アントニウス伝
85 節 437 ページ⚓から⚔行目に，墓の門番が扉をあけると「クレオパトラは女王の服装をして黄金のベッ









423 前掲書『ローマ皇帝伝（上）』第二巻（アウグストゥス）の付録『神君アウグストゥスの業績録』34 節 224



























426 弓削達著『ローマ帝国の国家と社会』第一部第三 101 ページ⚘から 10 行目参照。
427 元老院の定例議会は，⚑ヶ月に⚒度，⚑日と 15 日（または 13 日）に招集され，それ以外に招集されること






429 前掲書『ローマ皇帝伝（上）』第二巻（アウグストゥス）の付録『神君アウグストゥスの業績録』13 項 214
ページ 11 から 13 行目に「記録によると，このヤヌスの扉は，私の生まれる以前，都市国家建設以来，ただ
二度しか閉じられていなかったのに，私が元首の間，元老院は三度閉じることを命じた」とある。ここで私
とは，勿論，アウグストゥスのことである。また，ここで元首はプリンケプスの訳である。
430 前掲書『ローマ皇帝の国家と社会』第一部第三 102 から 103 ページにおいて，キケロの用例を例示して，執




431 その後，元首政初期に princeps に込められていた微妙なニュアンスは皇帝の呼称に変貌し，後期ローマ帝
国では専制皇帝に相応しい称号（glorissimus princeps：栄光あるプリンケプスなど）が与えられた。

























433 前掲書『年代記（上）』第一部第一巻⚙節 24 ページ⚙から 12 行目。
434 前掲書『ローマ皇帝伝（上）』28 節 124 ページ⚒から⚓行目。




カッシウス・ディオ・コッケイアヌス（Lucius Cassius Dio Cocceianus）の説として紹介されている。







































439 本稿脚注 438 参照。
440 前掲書『ローマ皇帝の国家と社会』第一部第三 114 ページ 15 から 16 目。
441 前掲書『ローマ皇帝の国家と社会』第一部第三 119 ページ⚓行目に「ディオによるとこの二つの権限はいず
れもコンスル辞任に伴って与えられたものである」とある。ここで，二つの権限とは，imperium procon-














































445 前掲書『年代記（上）』第一部第三巻 56 節 220 ページ⚕から⚖行目。ここで括弧の中の護民官職権は筆者に
よる加筆である。
446 前掲書『ローマ皇帝伝（上）』第二巻（アウグストゥス）28 節 123 ページ 14 から 124 ページ⚑行目。
447 前掲書『キリスト者の君主の教育』289 ページ⚕行目。
448 前掲書『キリスト者の君主の教育』288 ページ 12 から 13 行目。


























のことについては，前掲書『ローマ皇帝伝（上）』第二巻（アウグストゥス）94 節 190 ページ 12 から 191











454 マルケルス（Marcus Claudius Marcellus）（前 42 年生？-前 23 年没）はアウグストゥスの甥であり，その名
に因んでマルケルス劇場と名付けられた。マルケルスは，アウグストゥスの姉のオクタウィアの子であっ
たが，彼はこの劇場が完成する前に他界している。
455 前掲書『ローマ皇帝伝（上）』第二巻（アウグストゥス）29 節 125 ページ 13 から 14 行目参照。また前掲書
『ローマ皇帝伝（上）』第二巻（アウグストゥス）の付録『神君アウグストゥスの業績録』19 項 217 ページに
は，ユリウス議堂，フラミニウス競走場の柱廊，大競争場の貴賓席なども挙げられている。

































458 前掲書『ローマ皇帝伝（上）』第二巻（アウグストゥス）30 節 126 ページ 13 から 15 行目
459 前掲書『ローマ皇帝伝（上）』第二巻（アウグストゥス）30 節 126 ページ 11 行目参照。
460 前掲書『ローマ皇帝伝（上）』第二巻（アウグストゥス）32 節 129 ページ 10 行目参照。













とわなかったらしい。またその 65 節 162 ページ⚕行目に「こんな娘や妻を一度持ってみるがいい」とある。
463 前掲書『ローマ皇帝伝（上）』第二巻（アウグストゥス）34 節 131 ページ⚗から⚘行目参照。この法令の詳
細は分からない。
464 前掲書『ローマ皇帝伝（上）』第二巻（アウグストゥス）35 節 131 ページ 15 から 132 ページ⚑行目。









































467 前掲書『ローマ皇帝伝（上）』第二巻（アウグストゥス）35 節 132 ページ⚖から⚗行目参照。
468 前掲書『ローマ皇帝伝（上）』第二巻（アウグストゥス）35 節 132 ページ 14 から 133 ページ⚓行目参照。









470 前掲書『ローマ皇帝伝（上）』第二巻（アウグストゥス）33 節 130 ページ 10 から 15 行目参照。



























472 前掲書『ローマ皇帝伝（上）』第二巻（アウグストゥス）41 節 138 ページ⚓から 12 行目参照。
473 前掲書『ローマ皇帝伝（上）』第二巻（アウグストゥス）42 節 139 ページ 11 から 140 ページ⚒行目参照。
474 前掲書『ローマ皇帝伝（上）』第二巻（アウグストゥス）43 節 140 ページ⚕から⚖行目。
475 前掲書『ローマ皇帝伝（上）』第二巻（アウグストゥス）43 節 140 ページ⚖から⚗行目参照。
476 前掲書『ローマ皇帝伝（上）』第二巻（アウグストゥス）の付録『神君アウグストゥスの業績録』22 項 219
ページ 13 から 15 行目に「アフリカ野獣狩りは，私の名や息子や孫たちの名で，大競争場または中央広場
で，あるいは円戯場で，二十六度，国民に提供した。これらの場所で殺された野獣は約⚓千五百頭であっ
た」とある。この見世物がエスカレートして人狩りの見世物になる危険を孕んでいた。
477 前掲書『ローマ皇帝伝（上）』第二巻（アウグストゥス）43 節 140 ページ⚘から 10 行目。この引用文の脚注
番号 476 は筆者による追加である。
478 前掲書『ローマ皇帝伝（上）』第二巻（アウグストゥス）43 節 140 ページ 12 行目。また『神君アウグストゥ
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479 前掲書『ローマ皇帝伝（上）』第二巻（アウグストゥス）43 節 142 ページ⚑から⚓行目参照。
480 アウグストゥスは，世紀祭を前 17 年に開催している。『神君アウグストゥスの業績録』22 項 219 ページ 10
行目に「イウス・プルニウスとガイウス・シラヌスが執政官の年（前十七年），世紀祭を催した」とある。
481 アウグストゥスは，前⚒年に初めてマルス神競技祭を開催した。このことは『神君アウグストゥスの業績
録』22 項（219 ページ 11 行目）に記されている。ローマでは，マルス神（Mārs）は勇敢な戦士，青年の理
想像として慕われ，また軍神の代名詞であった。
482 前掲書『ローマ皇帝伝（上）』第二巻（アウグストゥス）45 節 144 ページ⚙から 10 行目には，彼らは，公認
の職業拳闘士であったり，技も無視しでたらめにわたり合う素人の町民でもあった，とある。








































485 前掲書『年代記（上）』第一部第一巻 10 節 26 ページ⚔から⚕行目。
486 前掲書『ローマ皇帝伝（上）』第二巻（アウグストゥス）71 節 169 ページ⚕から⚖行目。































488 前掲書『ローマ皇帝伝（上）』第二巻（アウグストゥス）71 節 170 ページ⚓から⚔行目。
489 前掲書『ローマ皇帝伝（上）』第二巻（アウグストゥス）71 節 170 ページ⚘から⚙行目。
490 前掲書『ローマ皇帝伝（上）』第二巻（アウグストゥス）70 節 168 ページ 10 から 11 行目。
491 前掲書『ローマ皇帝伝（上）』第二巻（アウグストゥス）70 節 168 ページ 12 から 13 行目。
492 前掲書『ローマ皇帝伝（上）』第二巻（アウグストゥス）71 節 169 ページ⚖から⚗行目。
493 前掲書『ローマ皇帝伝（上）』第二巻（アウグストゥス）70 節 167 ページ 10 から 11 行目。
494 前掲書『ローマ皇帝伝（上）』第二巻（アウグストゥス）70 節 168 ページ⚘から⚙行目。
495 前掲書『ローマ皇帝伝（上）』第二巻（アウグストゥス）76 節 174 ページ⚘から 10 行目。
496 前掲書『ローマ皇帝伝（上）』第二巻（アウグストゥス）73 節 172 ページ 10 から 12 行目。

































































第⚒次の三頭官政治の時期には，「かれらは 18 軍団の兵士のためにイタリアの 18 都市を





501 前掲書『ローマ皇帝伝（上）』第二巻（アウグストゥス）47 節 146 ページ⚔から⚖行目。
502 前掲書『ローマ帝国の国家と社会』20 ページ 15 から 16 行目。
503 前掲書『ローマ帝国の国家と社会』20 ページ 15 から 21 ページ⚑行目。⚔セステルティ（セステルティウ




























504 前掲書『ローマ皇帝伝（上）』第二巻（アウグストゥス）付録の『神君アウグストゥスの業績録』28 項 222
ページ 13 から 14 行目。
505 前掲書『ローマ皇帝伝（上）』第二巻（アウグストゥス）付録の『神君アウグストゥスの業績録』16 項 216
ページ⚒から⚔行目。





508 前掲書『キリスト者の君主の教育』283 ページ 10 行目。


























510 カリグラ（ガイウス・カエサル）の父はゲルマニクス（Germanicus Julius Caesar）（前 15 年生-19 年没），
彼の母はアグリッパとユリア（アウグストゥスの娘）の間に生まれたアグリッピナ（Agrippina Major）（前
14 年生-33 年没）であった。因みにゲルマニクスの祖母は，アウグストゥスの後妻のリウィア・ドルシッラ
（Livia Drusilla）（前 58 年生-29 年没）であった。カリグラは，母からカエサル家の血筋に繋がっていた。ま
た第二代皇帝ティベリウス（Tiberius Julius Caesar）（前 42 年生-37 年没）（在位 14-37 年）は，カリグラの
叔父にあたる人物であった。
511 前掲書『キリスト者の君主の教育』288 ページ 14 から 20 行目参照。




513 前掲書『キリスト者の君主の教育』287 ページ 17 から 20 行目参照。
514 スエトニウス著（国原吉之助訳）『ローマ皇帝伝（下）』第四巻（カリグラ）15 節 26 ページ 10 から 11 行目。
515 上掲書『ローマ皇帝伝（下）』第四巻（カリグラ）15 節 26 ページ⚖から⚗行目。
516 前掲書『ローマ皇帝伝（下）』第四巻（カリグラ）23 節 36 ページ⚒から⚓行目。
517 前掲書『ローマ皇帝伝（下）』第四巻（カリグラ）23 節 36 ページ 10 行目。
518 前掲書『ローマ皇帝伝（下）』第四巻（カリグラ）26 節 41 ページ⚖行目。


































521 前掲書『ローマ皇帝伝（下）』第四巻（カリグラ）28 節 43 ページ⚕から⚖行目。
522 前掲書『ローマ皇帝伝（下）』第四巻（カリグラ）16 節 27 ページ⚒行目。ここの「スピントリア」は，第⚒
代皇帝ティベリウスが楽しんでいた怪物的で汚れた卑猥な遊びをした者である。前掲書『ローマ皇帝伝
（上）』第三巻（ティベリウス）43 節 271 ページ⚒から⚕行目参照。
523 前掲書『ローマ皇帝伝（下）』第四巻（カリグラ）16 節 28 ページ⚒から⚕行目参照。
524 前掲書『ローマ皇帝伝（下）』第四巻（カリグラ）16 節 27 ページ⚗から 14 行目参照。
525 前掲書『ローマ皇帝伝（下）』第四巻（カリグラ）16 節 28 ページ⚒行目参照。
526 前掲書『ローマ皇帝伝（下）』第四巻（カリグラ）17 節 29 ページ⚕から⚗行目参照。



































528 前掲書『ローマ皇帝伝（下）』第四巻（カリグラ）16 節 27 ページ⚖から⚘行目参照。
529 前掲書『ローマ皇帝伝（下）』第四巻（カリグラ）18 節 30 ページ⚓から⚕行目参照。
530 前掲書『ローマ皇帝伝（下）』第四巻（カリグラ）19 節 30 ページ⚙から 31 ページ⚑行目。































533 前掲書『ローマ皇帝伝（下）』第四巻（カリグラ）21 節 32 ページ⚓から⚔行目参照。
534 クラウディア水道や新アニオ水道は，カリグラによって工事が始められ（38 年），第⚔代皇帝クラウディア
の時（52 年）に完成している。
535 前掲書『ローマ皇帝伝（下）』第四巻（カリグラ）21 節 32 ページ⚔から⚖行目参照。
536 前掲書『ローマ皇帝伝（下）』第四巻（カリグラ）21 節 32 ページ⚗行目参照。
537 前掲書『ローマ皇帝伝（下）』第四巻（カリグラ）21 節 32 ページ⚗から⚙行目参照。
538 前掲書『ローマ皇帝伝（下）』第四巻（カリグラ）21 節 32 ページ 10 から 11 行目参照。
539 前掲書『ローマ皇帝伝（下）』第四巻（カリグラ）22 節 33 ページ⚓から⚔行目。
540 前掲書『ローマ皇帝伝（下）』第四巻（カリグラ）22 節 33 ページ⚔から⚕行目。
































目印を奪い取った」550 とある。前掲書『ローマ皇帝伝（下）』第四巻 35 節 50 ページに，戦車
剣闘士が自分の奴隷を解放し観客から熱烈な拍手喝采を受けたことに嫉妬してカリグラは
542 前掲書『ローマ皇帝伝（下）』第四巻（カリグラ）37 節 51 ページ 14 から 15 行目。
543 前掲書『ローマ皇帝伝（下）』第四巻（カリグラ）37 節 51 ページ 15 から 52 ページ⚓行目。
544 前掲書『ローマ皇帝伝（下）』第四巻（カリグラ）37 節 51 ページ 10 から 12 行目。
545 前掲書『ローマ皇帝伝（下）』第四巻（カリグラ）37 節 52 ページ⚙から 10 行目。
546 前掲書『ローマ皇帝伝（下）』第四巻（カリグラ）35 節 49 ページ 10 から 11 行目。
547 前掲書『ローマ皇帝伝（下）』第四巻（カリグラ）35 節 49 ページ 12 から 15 行目。
548 前掲書『ローマ皇帝伝（下）』第四巻（カリグラ）34 節 48 ページ⚕行目。
549 前掲書『ローマ皇帝伝（下）』第四巻（カリグラ）34 節 48 ページ⚖行目。
550 前掲書『ローマ皇帝伝（下）』第四巻（カリグラ）35 節 49 ページ⚓行目。たとえば，グナエウス・ポンペイ
ユスからは先祖代々の「マグヌス」の綽名を奪った。またユバ王の息子プトレマイオスを呼びだして突然































551 前掲書『ローマ皇帝伝（下）』第四巻（カリグラ）27 節 41 ページ⚙から 11 行目。
552 前掲書『ローマ皇帝伝（下）』第四巻（カリグラ）27 節 42 ページ⚓から⚘行目。
553 前掲書『ローマ皇帝伝（下）』第四巻（カリグラ）32 節 46 ページ⚘から 10 行目。
554 前掲書『ローマ皇帝伝（下）』第四巻（カリグラ）32 節 46 ページ 12 から 13 行目。
555 前掲書『ローマ皇帝伝（下）』第四巻（カリグラ）32 節 47 ページ⚖から⚙行目参照。
556 前掲書『ローマ皇帝伝（下）』第四巻（カリグラ）32 節 47 ページ 14 から 15 行目。
557 カリグラは，彼の妹ドルシラと一緒に祖母のアントニアの家で育てられた。前掲書『ローマ皇帝伝（下）』



































559 前掲書『ローマ皇帝伝（下）』第四巻（カリグラ）56 節 70 ページ⚕行目。前掲書『ローマ皇帝伝（下）』第
四巻（カリグラ）58 節 72 ページ 12 から 73 ページ 12 行目には，カリグラはパラティウス祭の最中に，護衛
隊副官のカッシウス・カエレアと同じく副官のコルネリウス・サビヌスの二人によって暗殺の陰謀計画と
その実行について記されている。













































563 前掲書『ローマ皇帝伝（下）』第四巻（カリグラ）24 節 36 ページ 11 行目。これに続けて，「ドルシラは，ま
だ少年であったカリグラに処女を犯され，そしてある日，彼と一緒に寝ているところを祖母アントニアに
見つけられたと信じている」とある。カリグラはドルシラを公然と自分の正妻としていた（前掲書『ローマ
皇帝伝（下）』第四巻（カリグラ）24 節 36 ページ 12 から 37 ページ⚑行目参照）。
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（岩波文庫，1986 年）の付録（209 ページから 225 ページ）として収められている『神官アウグストゥス
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